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一般会計予算

60億3100万円
前年度比0.3％減
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令和2年

3月
定例会
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一般会計予算一般会計予算

前年度比0.3％減

3
月
9
日
か
ら
19
日

一
般
質
問
6
名

補
正
予
算
7
件
、新
年
度
予
算
12
件
、条
例
5
件
、指
定
管
理
者
の
指
定
1
件

予
算
審
査
特
別
委
員
会
　
新
年
度
予
算
12
件

本
会
議
最
終
日
に
新
年
度
予
算
を
8
対
1
で
可
決
し
た

会期内容

条
例
改
正
等

条
例
改
正
等

●
小
国
町
障
が
い
の
あ
る

人
も
な
い
人
も
共
に
生

き
る
ま
ち
づ
く
り
条
例

●
小
国
町
印
鑑
条
例

●
小
国
町
勤
労
者
住
宅
設

置
条
例
及
び
小
国
町
営

住
宅
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

●
地
方
公
務
員
法
及
び
地

方
自
治
体
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

う
関
係
条
例

●
小
国
町
母
子
家
庭
等

 
修
学
費
給
付
条
例
 

※
児
童
一
人
に
つ
き
月
額

一
律
2
0
0
0
円
が

　
小
学
生
2
0
0
0
円

　
中
学
生
3
0
0
0
円

　
高
校
生
等
3
5
0
0
円

　
に
な
り
ま
し
た
。

●
小
国
町
斎
場
の
指
定
管

理
者
の
指
定

●
指
定
管
理
者

　
　
合
資
会
社
　
山
佐

第5次小国町総合計画基本計画を策定し
白い森まるごとブランド構想の実現を目指す

町民総合体育館改修事業（継続）
道の駅機能拡充事業
白い森みらい創生事業（継続）
ワカモノプロジェクト推進事業
農業担い手育成事業
閉校校舎等解体事業

（旧玉川小学校足中分校）

……1億4058万円
……………………2407万円

…………4979万円
…………590万円

………………………662万円
……………………2950万円

歳出
単位：千円

令和2年度予算

主な事業

人件費
1,136,911
18.9%

人件費
1,136,911
18.9%

扶助費
495,556
8.2%

公債費
889,078
14.8%

出資金・貸付金
5,240
0.1%

物件費
941,039
15.6%

維持補修費
239,215
4.0%

補助費等
1,075,193
17.8%

投資的経費
532,205
8.8%

積立金
154,668
2.6％

繰出金
556,895
9.2％

60億3100万円60億3100万円60億3100万円
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●
山
形
県
立
小
国
高
等
学
校

へ
の
支
援
拡
充
に
つ
い
て

　
小
国
高
校
を

　
　
支
援
す
る
会
会
長
　

　
　
　
　
　
　
安
部
　
昌
晴

●
看
護
師
の
全
国
を
適
用
地

域
と
し
た
特
定
最
賃
の
新

設
を
求
め
る
意
見
書
の
提

出
に
つ
い
て

　
山
形
県

　
　
医
療
労
働
組
合
連
合
会

　
　
　
執
行
委
員
長

　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
勇
仁

●
介
護
従
事
者
の
全
国
を
適

用
地
域
と
し
た
特
定
最
賃

の
新
設
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
に
つ
い
て

　
山
形
県

　
　
医
療
労
働
組
合
連
合
会

　
　
　
執
行
委
員
長

　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
勇
仁

臨
時
議
会

3
月
定
例
会
に

　
　
お
け
る
陳
情

1
月
29
日
臨
時
議
会
　

ふ
る
さ
と
納
税

返
礼
品
に
対
す
る
補
正

　
2
3
7
3
万
6
千
円

2
月
25
日
臨
時
議
会
　

商
工
業
経
営
安
定
化

資
金
緊
急
利
子
等
補
給

　
27
万
8
千
円

道
路
維
持
補
修
作
業
　

　
2
8
6
0
万
円

異
常
気
象
に
伴
う
町
内
経

済
の
停
滞
を
回
避
す
る
た

め

令和元年度補正予算の主な内容
一 般 会 計 66億42万3千円

（9247万8千円追加補正）

国民健康保険事業会計
7億1708万3千円

（240万9千円追加補正）

介 護 保 険 特 別 会 計
10億7505万7千円）

（187万1千円追加補正）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
マ
ス
ク
不
足
に
対

し
て
町
内
の
縫
製
事
業
所

が
布
製
マ
ス
ク
を
2
0

0
0
枚
製
造
し
高
齢
者

施
設
、
保
育
施
設
等
に
配

布
す
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
の

返
礼
品
ベ
ス
ト
3

●
米
沢
牛

●
小
国
の
地
酒
桜
川

●
小
国
産
米
つ
や
姫

盛
田
議
員
辞
職

　
定
例
会
最
終
日
に
盛
田
信
明
議
員
か
ら
辞
職
願
が
議
長

へ
提
出
さ
れ
、
本
会
議
で
許
可
さ
れ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

予
防
対
策
進
む

補
正
予
算
55
万
円

ふ
る
さ
と
納
税
額

昨
年
よ
り
大
幅
に
上
回
る

一番人気　米沢牛一番人気　米沢牛
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令和2年度

予算審査特別委員会予算審査特別委員会
令和2年度

　
3
月
10
日
か
ら
12
日
に

か
け
、
新
年
度
予
算
の
内

容
を
各
担
当
課
か
ら
説
明

を
受
け
審
査
し
た
。
主
な

質
疑
は
以
下
の
通
り
。

■
令
和
2
年
度
予
算
で
人

件
費
が
前
年
度
比
15
・
2
%

増
額
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
会
計
年
度
任
用
職

員
制
度
が
導
入
さ
れ
、
人

件
費
に
給
与
と
社
会
保
険

料
が
含
ま
れ
る
た
め
か
。

■
昨
年
度
予
算
で
は
、
日
々

雇
用
職
員
の
賃
金
を
物
件

費
と
扶
助
費
に
計
上
し
て

い
た
。
新
年
度
予
算
で
は
、

こ
れ
ら
の
経
費
を
会
計
年

度
任
用
職
員
の
給
与
と
し

て
人
件
費
に
計
上
し
増
額

と
な
っ
た
。
な
お
、
社
会

保
険
料
は
人
件
費
に
は
含

ま
れ
な
い
。

■
白
い
森
ブ
ラ
ン
ド
木
工

製
品
制
作
業
務
は
木
工
品

を
ど
の
よ
う
に
ブ
ラ
ン
ド

化
に
結
び
付
け
、
ど
こ
に

着
地
点
を
見
据
え
て
い
る

の
か
。

■
平
成
30
年
度
か
ら
実
施

し
て
い
る
事
業
だ
が
、
三

歳
児
か
ら
木
育
を
含
め
安

全
安
心
な
地
域
木
材
に
ふ

れ
あ
う
機
会
を
つ
く
り
、

将
来
的
に
は
木
工
品
の
ブ

ラ
ン
ド
化
、
販
売
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。

■
白
い
森
ブ
ラ
ン
ド
木
工

品
制
作
業
務
に
つ
い
て
、

昨
年
度
が
机
、
今
年
度
が

椅
子
を
贈
呈
し
て
お
り
、

単
価
が
10
万
円
と
な
っ
て

い
る
が
、
令
和
2
年
度
も

同
様
な
形
に
な
る
の
か
。

■
毎
年
東
北
芸
工
大
の
学

生
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の

を
選
定
し
て
い
る
。
令
和

2
年
度
も
同
程
度
の
単
価

で
見
込
ん
で
い
る
。

■
今
年
度
は
生
ご
み
の
堆

肥
化
事
業
は
行
わ
な
い
の
か
。

■
今
の
と
こ
ろ
予
定
は
し

て
い
な
い
が
、
今
後
違
っ

た
か
た
ち
で
実
施
し
て
い

き
た
い
。

■
町
営
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
改

正
で
、
委
託
料
は
前
年
度

比
ど
の
く
ら
い
減
っ
た
の
か
。

ま
た
、
路
線
バ
ス
運
行
の

見
直
し
は
、
町
民
の
意
見

を
聞
い
て
ほ
し
い
が
、
令

和
2
年
度
は
ど
う
見
直
す

の
か
。

■
公
共
交
通
の
見
直
し
は

地
域
の
代
表
者
を
含
め
た

地
域
公
共
交
通
会
議
に
諮

っ
た
う
え
で
行
っ
て
い
る
。

町
営
バ
ス
の
委
託
料
は
前

年
度
当
初
予
算
と
比
較
し

て
約
7
6
1
万
円
の
減
額

と
な
っ
た
。

　
令
和
2
年
度
は
デ
マ
ン

ド
路
線
の
見
直
し
を
中
心

に
行
う
と
し
て
い
る
。

■
新
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

令
和
2
年
度
に
新
た
に
配

布
す
る
予
定
と
の
こ
と
だ
が
、

変
更
に
な
っ
た
箇
所
等
の

周
知
に
つ
い
て
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

■
各
地
区
に
説
明
し
な
が

ら
配
布
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
担
当
職
員
を
中
心

に
必
要
に
応
じ
て
消
防
職

員
に
も
同
行
し
て
も
ら
い

周
知
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

■
道
の
駅
に
係
る
取
り
組

み
は
。

■
機
能
拡
充
事
業
と
し
て

道
の
駅
緑
地
整
備
、
喫
煙

ブ
ー
ス
整
備
を
行
い
来
客

増
に
結
び
付
け
る
。

■
木
工
館
の
レ
ー
ザ
ー
加

工
機
は
、
ま
っ
た
く
新
し

い
も
の
に
す
る
の
か
。

■
よ
り
性
能
の
よ
い
コ
ン

パ
ク
ト
な
も
の
に
更
新
す

る
予
定
で
あ
る
。

■
西
勤
労
者
住
宅
お
よ
び

駐
車
場
の
使
用
料
は
ど
れ

く
ら
い
見
込
ん
で
い
る
か
。

■
現
在
、
西
勤
労
者
住
宅

に
つ
い
て
は
78
部
屋
の
う

ち
49
部
屋
の
利
用
と
な
っ

て
い
る
。
駐
車
場
は
5
0

8
区
画
の
う
ち
4
6
0
区

画
の
利
用
と
な
っ
て
い
る
。

　
令
和
2
年
度
は
、
現
在

の
利
用
状
況
を
基
に
勤
労

者
住
宅
9
6
0
万
円
、
駐

車
場
1
3
6
8
万
円
を
見

込
ん
で
い
る
。

■
異
常
気
象
に
よ
る
水
道

の
水
不
足
が
心
配
さ
れ
る

が
対
策
は
さ
れ
て
い
る
か
。

■
早
い
段
階
で
対
応
出
来

る
よ
う
に
準
備
を
し
て
い

き
た
い
。

■
部
活
動
指
導
員
の
人
数

に
つ
い
て
、
小
国
小
中
学
校
、

叶
水
中
学
校
に
一
名
ず
つ

配
置
し
て
い
る
。
学
校
ご

と
で
部
活
動
の
数
や
人
数

に
つ
い
て
も
異
な
る
と
思

う
が
、
一
名
ず
つ
で
足
り

る
の
か
、
ま
た
遠
征
等
に

つ
い
て
の
対
応
は
。

■
働
き
方
改
革
の
部
分
で

部
活
動
の
指
導
に
占
め
る

時
間
が
多
い
こ
と
か
ら
、

平
日
の
部
活
動
や
休
日
の

町
外
等
で
の
部
活
動
及
び

大
会
へ
の
随
行
の
ほ
か
、

先
生
方
が
大
会
役
員
と
し

て
依
頼
を
受
け
た
際
の
フ

ォ
ロ
ー
を
お
願
い
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
人
数
に
つ
い
て

は
国
及
び
県
の
補
助
事
業

上
の
規
定
か
ら
一
名
相
当

分
の
補
助
金
が
交
付
さ
れ

る
が
、
臨
機
応
変
な
対
応

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

■
令
和
2
年
度
も
町
民
総

合
体
育
館
改
修
事
業
が
予

算
化
さ
れ
て
い
る
が
、
い

つ
ま
で
か
か
る
の
か
。

■
令
和
2
年
度
予
算
で
は
、

東
側
屋
根
と
壁
面
の
改
修

を
予
定
し
て
い
る
。

　
教
育
委
員
会
で
は
、
令

和
3
年
度
ま
で
の
3
カ
年

で
完
了
を
計
画
し
て
い
る
。

■
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た

め
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組

を
行
っ
て
い
る
か
。

■
運
動
習
慣
推
進
、
減
塩

等
食
事
改
善
、
総
合
検
診

や
成
人
病
検
診
等
、
多
岐

に
渡
っ
て
取
り
組
み
、
高

齢
者
の
健
康
増
進
を
は
か

っ
て
い
る
。

■
灯
油
購
入
費
助
成
の
手

続
き
に
行
く
の
も
大
変
だ

と
い
う
声
が
あ
る
。
簡
素

化
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ

し
い
。

■
非
課
税
世
帯
が
対
象
と

な
っ
て
お
り
、
変
動
も
あ

る
こ
と
か
ら
確
認
の
み
で

の
対
応
が
難
し
い
。
負
担

が
少
な
い
方
法
も
検
討
し

た
い
。

■
内
科
の
常
駐
医
師
体
制

が
減
員
と
聞
く
が
ど
の
よ

う
に
な
る
の
か
。

■
全
国
的
な
医
師
不
足
の

影
響
か
ら
、
専
門
医
制
度

の
研
修
医
が
減
員
に
な
り
、

4
名
体
制
が
3
名
体
制
に

な
る
。

■
病
院
、
温
身
の
郷
の
給

食
が
町
外
業
者
委
託
に
な

っ
た
。
町
内
か
ら
の
食
材

調
達
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。

■
「
町
内
の
日
」
を
設
け
、

行
事
食
な
ど
で
町
内
産
の

食
材
の
活
用
を
図
る
努
力

を
し
て
い
る
が
、
10
％
程

度
と
な
っ
て
い
る
。

QA

QQ A

QA

QQ AA

QA

A
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機能低下した現在の加工機

■
令
和
2
年
度
予
算
で
人

件
費
が
前
年
度
比
15
・
2
%

増
額
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
会
計
年
度
任
用
職

員
制
度
が
導
入
さ
れ
、
人

件
費
に
給
与
と
社
会
保
険

料
が
含
ま
れ
る
た
め
か
。

■
昨
年
度
予
算
で
は
、
日
々

雇
用
職
員
の
賃
金
を
物
件

費
と
扶
助
費
に
計
上
し
て

い
た
。
新
年
度
予
算
で
は
、

こ
れ
ら
の
経
費
を
会
計
年

度
任
用
職
員
の
給
与
と
し

て
人
件
費
に
計
上
し
増
額

と
な
っ
た
。
な
お
、
社
会

保
険
料
は
人
件
費
に
は
含

ま
れ
な
い
。

■
白
い
森
ブ
ラ
ン
ド
木
工

製
品
制
作
業
務
は
木
工
品

を
ど
の
よ
う
に
ブ
ラ
ン
ド

化
に
結
び
付
け
、
ど
こ
に

着
地
点
を
見
据
え
て
い
る

の
か
。

■
平
成
30
年
度
か
ら
実
施

し
て
い
る
事
業
だ
が
、
三

歳
児
か
ら
木
育
を
含
め
安

全
安
心
な
地
域
木
材
に
ふ

れ
あ
う
機
会
を
つ
く
り
、

将
来
的
に
は
木
工
品
の
ブ

ラ
ン
ド
化
、
販
売
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。

■
白
い
森
ブ
ラ
ン
ド
木
工

品
制
作
業
務
に
つ
い
て
、

昨
年
度
が
机
、
今
年
度
が

椅
子
を
贈
呈
し
て
お
り
、

単
価
が
10
万
円
と
な
っ
て

い
る
が
、
令
和
2
年
度
も

同
様
な
形
に
な
る
の
か
。

■
毎
年
東
北
芸
工
大
の
学

生
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の

を
選
定
し
て
い
る
。
令
和

2
年
度
も
同
程
度
の
単
価

で
見
込
ん
で
い
る
。

■
今
年
度
は
生
ご
み
の
堆

肥
化
事
業
は
行
わ
な
い
の
か
。

■
今
の
と
こ
ろ
予
定
は
し

て
い
な
い
が
、
今
後
違
っ

た
か
た
ち
で
実
施
し
て
い

き
た
い
。

■
町
営
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
改

正
で
、
委
託
料
は
前
年
度

比
ど
の
く
ら
い
減
っ
た
の
か
。

ま
た
、
路
線
バ
ス
運
行
の

見
直
し
は
、
町
民
の
意
見

を
聞
い
て
ほ
し
い
が
、
令

和
2
年
度
は
ど
う
見
直
す

の
か
。

■
公
共
交
通
の
見
直
し
は

地
域
の
代
表
者
を
含
め
た

地
域
公
共
交
通
会
議
に
諮

っ
た
う
え
で
行
っ
て
い
る
。

町
営
バ
ス
の
委
託
料
は
前

年
度
当
初
予
算
と
比
較
し

て
約
7
6
1
万
円
の
減
額

と
な
っ
た
。

　
令
和
2
年
度
は
デ
マ
ン

ド
路
線
の
見
直
し
を
中
心

に
行
う
と
し
て
い
る
。

■
新
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

令
和
2
年
度
に
新
た
に
配

布
す
る
予
定
と
の
こ
と
だ
が
、

変
更
に
な
っ
た
箇
所
等
の

周
知
に
つ
い
て
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

■
各
地
区
に
説
明
し
な
が

ら
配
布
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
担
当
職
員
を
中
心

に
必
要
に
応
じ
て
消
防
職

員
に
も
同
行
し
て
も
ら
い

周
知
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

■
道
の
駅
に
係
る
取
り
組

み
は
。

■
機
能
拡
充
事
業
と
し
て

道
の
駅
緑
地
整
備
、
喫
煙

ブ
ー
ス
整
備
を
行
い
来
客

増
に
結
び
付
け
る
。

■
木
工
館
の
レ
ー
ザ
ー
加

工
機
は
、
ま
っ
た
く
新
し

い
も
の
に
す
る
の
か
。

■
よ
り
性
能
の
よ
い
コ
ン

パ
ク
ト
な
も
の
に
更
新
す

る
予
定
で
あ
る
。

■
西
勤
労
者
住
宅
お
よ
び

駐
車
場
の
使
用
料
は
ど
れ

く
ら
い
見
込
ん
で
い
る
か
。

■
現
在
、
西
勤
労
者
住
宅

に
つ
い
て
は
78
部
屋
の
う

ち
49
部
屋
の
利
用
と
な
っ

て
い
る
。
駐
車
場
は
5
0

8
区
画
の
う
ち
4
6
0
区

画
の
利
用
と
な
っ
て
い
る
。

　
令
和
2
年
度
は
、
現
在

の
利
用
状
況
を
基
に
勤
労

者
住
宅
9
6
0
万
円
、
駐

車
場
1
3
6
8
万
円
を
見

込
ん
で
い
る
。

■
異
常
気
象
に
よ
る
水
道

の
水
不
足
が
心
配
さ
れ
る

が
対
策
は
さ
れ
て
い
る
か
。

■
早
い
段
階
で
対
応
出
来

る
よ
う
に
準
備
を
し
て
い

き
た
い
。

■
部
活
動
指
導
員
の
人
数

に
つ
い
て
、
小
国
小
中
学
校
、

叶
水
中
学
校
に
一
名
ず
つ

配
置
し
て
い
る
。
学
校
ご

と
で
部
活
動
の
数
や
人
数

に
つ
い
て
も
異
な
る
と
思

う
が
、
一
名
ず
つ
で
足
り

る
の
か
、
ま
た
遠
征
等
に

つ
い
て
の
対
応
は
。

■
働
き
方
改
革
の
部
分
で

部
活
動
の
指
導
に
占
め
る

時
間
が
多
い
こ
と
か
ら
、

平
日
の
部
活
動
や
休
日
の

町
外
等
で
の
部
活
動
及
び

大
会
へ
の
随
行
の
ほ
か
、

先
生
方
が
大
会
役
員
と
し

て
依
頼
を
受
け
た
際
の
フ

ォ
ロ
ー
を
お
願
い
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
人
数
に
つ
い
て

は
国
及
び
県
の
補
助
事
業

上
の
規
定
か
ら
一
名
相
当

分
の
補
助
金
が
交
付
さ
れ

る
が
、
臨
機
応
変
な
対
応

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

■
令
和
2
年
度
も
町
民
総

合
体
育
館
改
修
事
業
が
予

算
化
さ
れ
て
い
る
が
、
い

つ
ま
で
か
か
る
の
か
。

■
令
和
2
年
度
予
算
で
は
、

東
側
屋
根
と
壁
面
の
改
修

を
予
定
し
て
い
る
。

　
教
育
委
員
会
で
は
、
令

和
3
年
度
ま
で
の
3
カ
年

で
完
了
を
計
画
し
て
い
る
。

■
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た

め
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組

を
行
っ
て
い
る
か
。

■
運
動
習
慣
推
進
、
減
塩

等
食
事
改
善
、
総
合
検
診

や
成
人
病
検
診
等
、
多
岐

に
渡
っ
て
取
り
組
み
、
高

齢
者
の
健
康
増
進
を
は
か

っ
て
い
る
。

■
灯
油
購
入
費
助
成
の
手

続
き
に
行
く
の
も
大
変
だ

と
い
う
声
が
あ
る
。
簡
素

化
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ

し
い
。

■
非
課
税
世
帯
が
対
象
と

な
っ
て
お
り
、
変
動
も
あ

る
こ
と
か
ら
確
認
の
み
で

の
対
応
が
難
し
い
。
負
担

が
少
な
い
方
法
も
検
討
し

た
い
。

■
内
科
の
常
駐
医
師
体
制

が
減
員
と
聞
く
が
ど
の
よ

う
に
な
る
の
か
。

■
全
国
的
な
医
師
不
足
の

影
響
か
ら
、
専
門
医
制
度

の
研
修
医
が
減
員
に
な
り
、

4
名
体
制
が
3
名
体
制
に

な
る
。

■
病
院
、
温
身
の
郷
の
給

食
が
町
外
業
者
委
託
に
な

っ
た
。
町
内
か
ら
の
食
材

調
達
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。

■
「
町
内
の
日
」
を
設
け
、

行
事
食
な
ど
で
町
内
産
の

食
材
の
活
用
を
図
る
努
力

を
し
て
い
る
が
、
10
％
程

度
と
な
っ
て
い
る
。

QQ AA

QQ A

Q

QQ AA

QQ AA

AA
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渡
　
邊
　
重
　
信
 

対
象
件
数
の
把
握
は

渡
邊
　
灯
油
助
成
件
数
は

ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い

る
の
か
。

健
康
福
祉
課
長
　
過
去
の

実
績
に
基
づ
い
て
推
計
し

て
い
る
。

タ
ク
シ
ー
を
使
っ
て
の
受

け
取
り
は
、
把
握
し
て
い

る
か

渡
邊
　
灯
油
購
入
事
業
は

良
い
取
り
組
み
だ
が
、
多

く
の
高
齢
者
が
タ
ク
シ
ー

代
を
か
け
て
手
続
き
に
来

て
い
る
。
把
握
し
て
い
る
か
。

手
続
き
方
法
を
し
っ
か
り

周
知
し
た
い

町
長
　
来
所
が
難
し
い
時

に
は
他
の
方
、
郵
送
で
の

手
続
き
も
可
能
。
周
知
が

足
り
な
か
っ
た
と
こ
ろ
も

あ
る
の
で
、
徹
底
し
て
い
く
。

喜
ば
れ
る
制
度

1
0
0
％
執
行
を
望
む

渡
邊
　
予
算
の
執
行
率
を

し
っ
か
り
把
握
し
次
の
予

算
に
結
び
付
け
る
こ
と
が

重
要
。
執
行
率
1
0
0
％

を
達
成
し
て
皆
さ
ん
に
喜

ば
れ
る
予
算
組
を
お
願
い

し
た
い
。

　
盛
　
田
　
信
　
明
　

透
析
患
者
送
迎
事
業
に
つ

い
て

盛
田
　
当
初
は
小
国
タ
ク

シ
ー
に
契
約
し
た
が
、
3
0

0
0
万
円
も
の
透
析
患
者

送
迎
事
業
を
、
現
在
は
ア

ル
ソ
ッ
ク
に
変
更
し
て
い
る
。

町
内
に
お
金
が
回
る
よ
う

に
町
内
業
者
も
入
れ
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

町
長
　
安
全
性
を
考
慮
し

委
託
先
を
変
更
し
た
。

盛
田
　
透
析
患
者
送
迎
事

業
は
一
定
の
評
価
を
す
る
が
、

行
政
の
公
平
性
か
ら
、
透

析
以
外
の
疾
病
に
範
囲
を

広
げ
る
べ
き
だ
と
思
う
が
、

町
長
の
見
解
は
。

町
長
　
一
つ
一
つ
取
り
あ

げ
る
の
は
難
し
い
。

療
食
の
食
材
購
入
に
つ
い
て

盛
田
　
従
来
2
0
0
0
万

円
か
ら
2
5
0
0
万
円
で

あ
っ
た
町
内
業
者
の
食
材

購
入
に
つ
い
て
、
新
年
度

の
購
入
金
額
は
ど
う
か
。

町
長
　
新
年
度
は
3
8
0

万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

地
域
総
合
商
社
設
立
に
つ

い
て

盛
田
　
新
年
度
予
算
に
お

い
て
地
域
総
合
商
社
設
立

と
い
う
が
、
お
ぐ
に
白
い

森
（株）
、
い
き
い
き
街
づ
く

り
公
社
に
機
能
を
集
約
し

た
ほ
う
が
よ
い
の
で
は
な

い
か
。

町
長
　
地
域
総
合
商
社
は

第
三
セ
ク
タ
ー
で
は
な
い
。

医
療
事
務
外
部
委
託
に
つ

い
て

盛
田
　
白
い
森
（株）
は
平
成

30
年
度
、
約
2
8
0
万
円

の
最
終
赤
字
で
あ
る
。
温

水
プ
ー
ル
や
医
事
業
務
が

な
く
な
れ
ば
、
経
営
に
大

き
な
影
響
が
で
て
く
る
の

で
は
な
い
か
。

町
長
　
第
三
セ
ク
タ
ー
で

多
く
の
利
益
は
必
要
な
い
が
、

マ
イ
ナ
ス
の
部
分
に
つ
い

て
は
、
改
革
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。

「
い
き
い
き
街
づ
く
り
公
社
」

に
つ
い
て

盛
田
　
町
長
は
、
地
区
座

談
会
に
お
い
て
、
い
き
い

き
街
づ
く
り
公
社
等
の
借

入
金
の
返
済
期
間
が
5
0

0
年
だ
と
答
え
て
い
る
が
、

事
実
か
。

町
長
　
経
営
者
の
方
が
そ

の
よ
う
に
話
し
た
。

「
高
齢
者
向
け
住
宅
整
備

事
業
」
に
つ
い
て

盛
田
　
第
五
次
基
本
計
画

の
中
「
高
齢
者
向
け
住
宅

整
備
事
業
」
が
あ
る
。「
高

齢
者
住
宅
用
地
」
と
し
て

確
保
し
て
い
た
町
有
地
は

売
却
し
た
が
、
ど
の
よ
う

な
場
所
を
計
画
し
て
い
る

か
示
さ
れ
た
い
。

総
合
政
策
課
長
　
現
在
は

仕
組
み
の
検
討
を
し
て
、

土
地
は
次
の
段
階
で
あ
る
。

　
伊
　
藤
　
弘
　
行
　

伊
藤
　
町
長
は
、
病
院
は

経
営
だ
け
で
な
く
運
営
が

重
要
と
言
っ
て
い
る
が
経

営
に
つ
い
て
も
安
定
さ
せ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

来
期
の
予
算
の
中
に
ど
の

よ
う
な
施
策
が
反
映
さ
れ

て
い
る
か
。

人
口
減
少
に
改
革
が
追
い

付
か
な
い

町
長
　
全
国
的
に
総
務
省

指
導
で
病
院
改
革
プ
ラ
ン

の
策
定
を
行
い
、
改
革
を

実
施
し
て
い
る
が
、
目
標

の
数
値
に
な
か
な
か
届
か

な
い
。

　
近
年
の
急
速
な
人
口
減

少
の
中
で
様
々
な
こ
と
を

実
施
し
て
も
、
赤
字
が
増

え
る
状
況
で
あ
る
。

　
改
革
プ
ラ
ン
の
内
容
に

つ
い
て
は
町
民
の
理
解
を

得
ら
れ
る
よ
う
な
場
を
設

け
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

危
機
感
を
共
有
し
て
い
る

の
か

伊
藤
　
細
か
な
と
こ
ろ
の

節
約
を
通
し
て
、
危
機
感

を
共
有
し
て
ほ
し
い
。

危
機
感
の
共
有
は
で
き
て

い
る

町
長
　
病
院
は
改
革
プ
ラ

ン
に
の
っ
と
っ
て
、
施
策

を
実
施
し
て
い
る
の
で
、

理
解
し
て
い
る
と
考
え
て

い
る
。

　
病
院
に
限
ら
ず
、
節
約

の
意
識
は
定
着
し
て
い
る
。

今
後
も
意
識
づ
け
は
徹
底

し
て
い
き
た
い
。

出
来
る
こ
と
を
し
っ
か
り

と
行
な
う
べ
き

伊
藤
　
町
民
が
病
院
の
あ

り
方
に
納
得
で
き
る
よ
う
、

細
部
に
わ
た
り
経
営
を
行

っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

灯
油
購
入
費

助
成
事
業
申
請
の

負
担
軽
減
を

令
和
二
年
度

施
政
方
針
・
予
算
に

関
す
る
内
容
に
つ
い
て
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渡
　
邊
　
重
　
信
 

対
象
件
数
の
把
握
は

渡
邊
　
灯
油
助
成
件
数
は

ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い

る
の
か
。

健
康
福
祉
課
長
　
過
去
の

実
績
に
基
づ
い
て
推
計
し

て
い
る
。

タ
ク
シ
ー
を
使
っ
て
の
受

け
取
り
は
、
把
握
し
て
い

る
か

渡
邊
　
灯
油
購
入
事
業
は

良
い
取
り
組
み
だ
が
、
多

く
の
高
齢
者
が
タ
ク
シ
ー

代
を
か
け
て
手
続
き
に
来

て
い
る
。
把
握
し
て
い
る
か
。

手
続
き
方
法
を
し
っ
か
り

周
知
し
た
い

町
長
　
来
所
が
難
し
い
時

に
は
他
の
方
、
郵
送
で
の

手
続
き
も
可
能
。
周
知
が

足
り
な
か
っ
た
と
こ
ろ
も

あ
る
の
で
、
徹
底
し
て
い
く
。

喜
ば
れ
る
制
度

1
0
0
％
執
行
を
望
む

渡
邊
　
予
算
の
執
行
率
を

し
っ
か
り
把
握
し
次
の
予

算
に
結
び
付
け
る
こ
と
が

重
要
。
執
行
率
1
0
0
％

を
達
成
し
て
皆
さ
ん
に
喜

ば
れ
る
予
算
組
を
お
願
い

し
た
い
。

　
盛
　
田
　
信
　
明
　

透
析
患
者
送
迎
事
業
に
つ

い
て

盛
田
　
当
初
は
小
国
タ
ク

シ
ー
に
契
約
し
た
が
、
3
0

0
0
万
円
も
の
透
析
患
者

送
迎
事
業
を
、
現
在
は
ア

ル
ソ
ッ
ク
に
変
更
し
て
い
る
。

町
内
に
お
金
が
回
る
よ
う

に
町
内
業
者
も
入
れ
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

町
長
　
安
全
性
を
考
慮
し

委
託
先
を
変
更
し
た
。

盛
田
　
透
析
患
者
送
迎
事

業
は
一
定
の
評
価
を
す
る
が
、

行
政
の
公
平
性
か
ら
、
透

析
以
外
の
疾
病
に
範
囲
を

広
げ
る
べ
き
だ
と
思
う
が
、

町
長
の
見
解
は
。

町
長
　
一
つ
一
つ
取
り
あ

げ
る
の
は
難
し
い
。

療
食
の
食
材
購
入
に
つ
い
て

盛
田
　
従
来
2
0
0
0
万

円
か
ら
2
5
0
0
万
円
で

あ
っ
た
町
内
業
者
の
食
材

購
入
に
つ
い
て
、
新
年
度

の
購
入
金
額
は
ど
う
か
。

町
長
　
新
年
度
は
3
8
0

万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

地
域
総
合
商
社
設
立
に
つ

い
て

盛
田
　
新
年
度
予
算
に
お

い
て
地
域
総
合
商
社
設
立

と
い
う
が
、
お
ぐ
に
白
い

森
�
、
い
き
い
き
街
づ
く

り
公
社
に
機
能
を
集
約
し

た
ほ
う
が
よ
い
の
で
は
な

い
か
。

町
長
　
地
域
総
合
商
社
は

第
三
セ
ク
タ
ー
で
は
な
い
。

医
療
事
務
外
部
委
託
に
つ

い
て

盛
田
　
白
い
森
�
は
平
成

30
年
度
、
約
2
8
0
万
円

の
最
終
赤
字
で
あ
る
。
温

水
プ
ー
ル
や
医
事
業
務
が

な
く
な
れ
ば
、
経
営
に
大

き
な
影
響
が
で
て
く
る
の

で
は
な
い
か
。

町
長
　
第
三
セ
ク
タ
ー
で

多
く
の
利
益
は
必
要
な
い
が
、

マ
イ
ナ
ス
の
部
分
に
つ
い

て
は
、
改
革
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。

「
い
き
い
き
街
づ
く
り
公
社
」

に
つ
い
て

盛
田
　
町
長
は
、
地
区
座

談
会
に
お
い
て
、
い
き
い

き
街
づ
く
り
公
社
等
の
借

入
金
の
返
済
期
間
が
5
0

0
年
だ
と
答
え
て
い
る
が
、

事
実
か
。

町
長
　
経
営
者
の
方
が
そ

の
よ
う
に
話
し
た
。

「
高
齢
者
向
け
住
宅
整
備

事
業
」
に
つ
い
て

盛
田
　
第
五
次
基
本
計
画

の
中
「
高
齢
者
向
け
住
宅

整
備
事
業
」
が
あ
る
。「
高

齢
者
住
宅
用
地
」
と
し
て

確
保
し
て
い
た
町
有
地
は

売
却
し
た
が
、
ど
の
よ
う

な
場
所
を
計
画
し
て
い
る

か
示
さ
れ
た
い
。

総
合
政
策
課
長
　
現
在
は

仕
組
み
の
検
討
を
し
て
、

土
地
は
次
の
段
階
で
あ
る
。

　
伊
　
藤
　
弘
　
行
　

伊
藤
　
町
長
は
、
病
院
は

経
営
だ
け
で
な
く
運
営
が

重
要
と
言
っ
て
い
る
が
経

営
に
つ
い
て
も
安
定
さ
せ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

来
期
の
予
算
の
中
に
ど
の

よ
う
な
施
策
が
反
映
さ
れ

て
い
る
か
。

人
口
減
少
に
改
革
が
追
い

付
か
な
い

町
長
　
全
国
的
に
総
務
省

指
導
で
病
院
改
革
プ
ラ
ン

の
策
定
を
行
い
、
改
革
を

実
施
し
て
い
る
が
、
目
標

の
数
値
に
な
か
な
か
届
か

な
い
。

　
近
年
の
急
速
な
人
口
減

少
の
中
で
様
々
な
こ
と
を

実
施
し
て
も
、
赤
字
が
増

え
る
状
況
で
あ
る
。

　
改
革
プ
ラ
ン
の
内
容
に

つ
い
て
は
町
民
の
理
解
を

得
ら
れ
る
よ
う
な
場
を
設

け
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

危
機
感
を
共
有
し
て
い
る

の
か

伊
藤
　
細
か
な
と
こ
ろ
の

節
約
を
通
し
て
、
危
機
感

を
共
有
し
て
ほ
し
い
。

危
機
感
の
共
有
は
で
き
て

い
る

町
長
　
病
院
は
改
革
プ
ラ

ン
に
の
っ
と
っ
て
、
施
策

を
実
施
し
て
い
る
の
で
、

理
解
し
て
い
る
と
考
え
て

い
る
。

　
病
院
に
限
ら
ず
、
節
約

の
意
識
は
定
着
し
て
い
る
。

今
後
も
意
識
づ
け
は
徹
底

し
て
い
き
た
い
。

出
来
る
こ
と
を
し
っ
か
り

と
行
な
う
べ
き

伊
藤
　
町
民
が
病
院
の
あ

り
方
に
納
得
で
き
る
よ
う
、

細
部
に
わ
た
り
経
営
を
行

っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　本町では、第 5次小国町総合計画基本計画を策定し、2年度から基本構想に
基づく具体的な施策に取り組まれる。本町のめざす姿を具現化し町民と共有し
ながら、着実な取り組みを期待する。
　次の意見を付して原案のとおり議決するものと決したので報告する。

1　「白い森まるごとブランド戦略」の一環として取り組まれてきたふるさと納
税に係る予算が大幅に増額となった。引き続き多様な取り組みにより、小国
町の認知度向上と魅力づくりに取り組まれ、新たな財源の確保に努められる
とともに、森林環境譲与税などの財源を有効に活用し、豊かな町民生活の実
現を期待する。

2　ブランド構想を推進する中核として「地域総合商社」を設立し運営が開始さ
れる計画である。令和 2年度を 3年計画の最終年とした成果として、関係機
関との連携・協働により地域の稼ぐ力が養われ、地域の価値を高めることに
よる定住人口や関係人口の増加、町内の職の維持、新しい職の創出などにつ
ながる地域経済の循環システムを創り出せるよう商社の取り組みに期待する。

3　町立病院については、人口減少や高齢化の影響等を受けた厳しい経営環境を
改善するために、より即効性の高い抜本的な改革に取り組むこととされている。
　令和 2年度に病院機能のあり方について検討されるが、計画期間の最終年と
なる新町立病院改革プランを検証し、関係機関を交えた十分な議論により、
将来に向けた町立病院機能の方向性を明らかにされたい。

町
立
病
院
経
営
の

改
革
の
た
め
の
施
策
と

取
り
組
み
を
踏
ま
え
た

予
算
組
に
つ
い
て



交
流
だ
け
で
な
く
目
的
あ

る
展
開
を
望
む

間
宮
　
2
0
1
8
年
9
月

に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
コ
ロ

ラ
ド
州
を
訪
問
さ
れ
た
。

　
今
後
は
単
な
る
国
際
交

流
で
は
な
く
、
各
分
野
に

お
け
る
町
づ
く
り
に
視
点

を
お
い
た
展
開
を
図
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

相
互
交
流
を
深
化
さ
せ
る

町
長
　
今
年
度
は
ゴ
ー
ル

デ
ン
市
の
市
長
が
勇
退
さ

れ
断
念
し
た
。
来
年
度
は
、

本
町
経
済
の
活
性
化
に
資

す
る
事
業
と
し
て
相
互
交

流
を
一
層
深
化
さ
せ
た
い
。

　
ま
た
、
イ
ー
ス
ト
高
校
と

の
交
流
で
は
国
際
理
解
教

育
推
進
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
と
考
え
る
。

D
B
T
柔
道
会
と
の
交
流

を
通
し
友
好
交
流
の
深
化

に
努
め
た
い
。

　
来
年
度
は
町
内
若
手
人

材
を
コ
ロ
ラ
ド
州
に
派
遣
し
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
市
の
関
係
者

も
受
け
入
れ
る
。
コ
ロ
ラ

ド
州
か
ら
の
受
け
入
れ
は

国
際
交
流
団
体
「
青
い
星

と
白
い
森
」
と
の
連
携
協

力
の
も
と
に
行
い
た
い
。

友
好
都
市
の
締
結
や
市
民

レ
ベ
ル
で
の
交
流
が
広
が

る
事
を
期
待
す
る
。

中
高
生
の
留
学
も
視
野
に

間
宮
　
英
語
力
強
化
、
ス

ポ
ー
ツ
交
流
も
含
め
た
中

学
生
・
高
校
生
に
短
期
留

学
も
考
え
ら
れ
な
い
か
。

環
境
整
備
を
し
て
検
討
し

た
い

町
長
　
本
町
の
白
い
森
学

習
の
支
援
を
含
め
、
環
境

を
調
査
し
た
う
え
で
検
討

し
た
い
。

本
町
人
材
派
遣
の
目
的
は

間
宮
　
本
町
人
材
の
派
遣

で
は
、
な
に
を
目
的
と
す

る
も
の
か
。

目
的
は
一
つ
で
は
な
い

町
長
　
訪
問
メ
ン
バ
ー
ご

と
に
、
目
的
は
そ
れ
ぞ
れ

の
責
任
の
も
と
プ
レ
ゼ
ン

等
も
踏
ま
え
活
動
し
て
く

れ
る
と
考
え
て
い
る
。
様
々

な
情
報
ツ
ー
ル
を
駆
使
し

て
貢
献
し
て
い
っ
て
く
れ

る
も
の
と
期
待
し
た
い
。

経
済
交
流
は

間
宮
　
ク
ア
ー
ズ
テ
ッ
ク

本
社
の
あ
る
ゴ
ー
ル
デ
ン

市
と
の
関
係
は
重
要
で
は

な
い
か
。

関
係
強
化
し
た
い

町
長
　
デ
ン
バ
ー
市
ゴ
ー

ル
デ
ン
市
と
の
関
係
は
太

く
し
た
い
。
本
町
に
と
っ

て
の
高
校
存
続
の
在
り
方

や
経
済
の
在
り
方
で
は
大

い
に
有
効
に
な
る
と
考
え
、

周
り
の
環
境
も
確
認
し
な

が
ら
関
係
構
築
を
太
く
し

て
い
き
た
い
。
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クアーズテック(株)本社にて

Denver Buddhist temple(DBT)

コロラド州との目的ある
国際交流の展開を

一 般 質 問一 般 質 問

間 宮 尚 江 議員
ま みや ひさ え

間
宮

間
宮

間
宮

間
宮

町
長

町
長

町
長

町
長



業
績
評
価
指
標
い
か
し
て

小
林
　
事
務
の
遂
行
を
定

量
的
に
測
定
す
る
「
重
要

業
績
評
価
指
標
」
は
基
本

計
画
に
反
映
さ
せ
た
か
。

計
画
も
指
標
設
定
し
反
映

町
長
　
第
一
期
の
総
合
戦

略
時
点
と
は
、
背
景
と
な

る
社
会
経
済
環
境
が
大
き

く
変
化
し
て
い
る
と
の
認

識
の
も
と
で
「
白
い
森
ま

る
ご
と
ブ
ラ
ン
ド
構
想
」

の
実
現
に
必
要
な
施
策
構

築
を
図
っ
た
。

　
基
本
計
画
で
は
「
目
標

と
す
る
姿
」「
目
標
と
す
る

指
標
」
を
設
定
し
、
達
成

す
る
た
め
の
重
点
事
項
と

そ
の
内
容
を
体
系
的
に
整

理
し
た
。

町
民
と
の
協
働
は

小
林
　
基
本
構
想
で
「
ま

ち
づ
く
り
を
住
民
と
民
間

と
行
政
の
協
働
や
助
け
合

い
に
よ
っ
て
進
め
る
」
と

し
て
い
る
。
町
民
と
の
情

報
共
有
、
協
働
は
ど
の
よ

う
に
し
て
い
く
の
か
。

協
働
は
、
研
究
機
構
と
の

共
同
研
究
を
活
か
す

町
長
　
行
政
情
報
は
様
々

な
媒
体
を
通
じ
て
わ
か
り

や
す
く
提
供
し
、
内
容
の

充
実
を
図
る
。

　
協
働
に
つ
い
て
は
、「
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
担
当
」

を
配
置
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
振
興
策
を
支
援
し

て
き
た
。
多
く
の
地
域
で

地
域
活
動
の
継
続
が
難
し

く
な
る
現
状
を
、
外
部
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
や
町
職
員
、

集
落
支
援
員
な
ど
を
活
用
し
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
再

生
し
て
い
く
。

　
今
年
度
、
地
方
自
治
研

究
機
構
と
「
集
落
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
機
能
の
維
持
に

向
け
た
新
た
な
環
境
づ
く

り
に
関
す
る
調
査
研
究
」

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
今
後
は
、
こ
の
研
究
成

果
を
生
か
し
て
、
こ
れ
ま

で
の
方
法
で
は
難
し
く
な

っ
て
い
る
地
域
づ
く
り
に

対
処
す
る
た
め
、
横
断
的

な
政
策
展
開
に
よ
り
「
協

働
人
口
」
の
拡
大
を
図
る
。

9 小国町ぎかいだより■APRIL.2020

一 般 質 問

総務省資料抜粋

小林　嘉議員
こ ばやし よしみ

地域総合戦略の総括と
第五次基本計画への反映
及び推進体制について

小
林

小
林

町
長

町
長
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ニーズをとらえた運用時間が望まれる

児童の子育て応援としての
児童室の運営について

一 般 質 問一 般 質 問

伊 藤 弘 行 議員
い とう ひろ ゆき

町民のみなさんへ町民のみなさんへ
制度の改善はアンケート調査にきちんと答えることから
始まります。皆さんの声を届けましょう！

児
童
室
は
重
要
施
設

機
能
拡
充
を

伊
藤
　
人
口
減
少
、
少
子

高
齢
社
会
の
中
で
、
子
育

て
を
支
援
し
て
い
く
こ
と

は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

　
児
童
室
の
利
用
推
移
や

保
護
者
の
労
働
時
間
か
ら
、

児
童
室
機
能
の
拡
充
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
。
 

　
今
後
の
中
央
児
童
室
の

運
営
に
関
し
て
の
考
え
方

を
伺
い
た
い
。

児
童
室
機
能
の
在
り
方
に

つ
い
て
検
討
す
る

町
長
　
小
国
町
中
央
児
童

室
は
昭
和
44
年「
カ
ギ
っ
子

対
策
」
と
し
て
全
国
に
先

駆
け
定
員
40
名
で
ス
タ
ー

ト
し
た
。

　
現
在
は
、
預
か
る
対
象
を

小
学
校
6
年
生
ま
で
と
し
、

今
年
度
か
ら
定
員
80
名
に

増
員
し
預
か
り
時
間
も
午

後
6
時
ま
で
延
長
し
た
。

　
一
日
保
育
日
の
預
か
り

時
間
は
午
前
8
時
30
分
か

ら
と
定
め
て
い
る
が
、
職

員
は
8
時
前
に
出
勤
し
8

時
か
ら
預
か
る
体
制
を
と

っ
て
い
る
。
小
学
生
の
保

護
者
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
調

査
の
結
果
な
ど
も
踏
ま
え

中
央
児
童
室
の
機
能
の
在

り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
。

児
童
室
の
必
要
面
積
は
充

分
か

伊
藤
　
現
在
の
児
童
室
の

必
要
面
積
は
満
た
し
て
い

る
か
。

お
ぐ
に
保
育
園
長
　
定
員

70
名
か
ら
80
名
と
な
っ
た

が
、
面
積
の
最
低
基
準
は

満
た
し
て
い
る
。

一
日
保
育
日
の
始
業
時
間

を
早
め
る
べ
き

伊
藤
　
開
設
当
時
に
比
べ

れ
ば
核
家
族
化
も
進
ん
で

い
る
。

　
ま
た
、
近
隣
の
市
町
は

一
日
保
育
日
の
受
け
入
れ

時
間
は
7
時
ま
た
は
7
時

半
と
な
っ
て
い
る
。
ニ
ー

ズ
を
捉
え
て
時
間
の
再
考

が
必
要
な
の
で
は
。

ニ
ー
ズ
を
捉
え
て
検
討
を

し
て
い
く

町
長
　
今
回
実
施
し
て
い

る
調
査
の
中
で
検
討
を
し

て
い
く
。

伊
藤
　
子
ど
も
は
小
国
の

宝
で
あ
り
、
切
れ
目
の
な

い
サ
ー
ビ
ス
を
お
願
い
し

た
い
。

伊
藤

伊
藤

伊
藤

お
ぐ
に
保
育
園
長

町
長

町
長

伊
藤
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一 般 質 問一 般 質 問

造林が進んでいない民有地

正しい木取りができるのも職人の経験と技

チップや合板ではもったいない！

森林の保全利活用について
～森林を使った産業づくり～

渡 邊 重 信 議員
わた なべ しげ のぶ

小
国
町
の
雄
大
な
自
然
、

森
林
を
ど
う
活
用
し
て
い

く
の
か

　渡
邊
　
白
い
森
ま
る
ご
と

ブ
ラ
ン
ド
構
想
を
推
進
し

て
い
る
中
で
、
第
５
次
小
国

町
総
合
計
画
基
本
計
画（
案
）

に
基
づ
き
、
ど
の
よ
う
に

森
林
の
整
備
・
保
全
を
行

い
な
が
ら
ど
の
よ
う
な
森

林
活
用
に
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
伺
い
た
い
。

人
材
育
成
を
含
め
展
開
し

て
い
く

町
長
　
森
林
環
境
税
と
森

林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
、

地
域
経
済
へ
波
及
さ
せ
て

い
く
た
め
の
事
業
化
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
て

い
く
。

　
手
入
れ
が
さ
れ
て
い
な

い
民
有
林
の
現
状
把
握
の

た
め
の
基
礎
調
査
を
進
め

て
い
る
。
ま
た
「
白
い
森
木

工
館
」
で
、
芸
工
大
と
�

オ
カ
ム
ラ
と
町
の
三
者
で
、

木
材
資
源
の
有
効
活
用
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
高

収
益
林
業
の
民
間
の
取
組

に
も
支
援
し
、
町
有
林
内

に
同
様
の
モ
デ
ル
を
検
討

す
る
。

　
ま
た
、
森
林
環
境
譲
与

税
の
目
的
に
は
、
森
林
整

備
を
促
進
す
る
た
め
の
人

材
育
成
や
担
い
手
の
確
保

も
含
ま
れ
て
い
る
。

 担
い
手
育
成
が
必
要
で
は

渡
邊
　
小
国
町
の
木
材
の

ブ
ラ
ン
ド
化
と
担
い
手
（
後

継
者
）
育
成
は
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

町
長
　
森
林
経
営
計
画
の

指
針
に
沿
っ
て
、
利
活
用

を
進
め
る
。

 都
市
部
に
売
り
込
ん
で
は

渡
邊
　
都
市
へ
の
木
材
の

売
り
込
み
は
行
っ
て
い
る

の
か
。

産
業
振
興
課
長
　
活
用
で

き
る
と
考
え
る
。

渡
邊
　
町
内
木
材
の
現
在

の
利
活
用
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

産
業
振
興
課
長
　
庁
舎
・

学
校
施
設
の
暖
房
シ
ス
テ

ム
（
チ
ッ
プ
）
に
使
用
し

て
い
る
。

町
長
　
町
産
材
（
合
板
）

を
使
っ
た
リ
フ
ォ
ー
ム
へ

の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

渡
邊
　
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て

売
り
込
む
木
材
が
チ
ッ
プ
・

合
板
で
は
見
え
な
い
ブ
ラ

ン
ド
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　
森
林
環
境
譲
与
税
を
活

用
し
人
材
も
木
材
も
住
宅

も
小
国
町
の
ブ
ラ
ン
ド
と

し
て
前
面
に
出
し
、
一
人

ひ
と
り
が
わ
く
わ
く
す
る

施
策
を
打
ち
出
し
て
頂
き

た
い
。

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

渡
邊

渡
邊

渡
邊

渡
邊

渡
邊

町
長

町
長

町
長
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町づくりの考え方と
仁科町政4年の施策を問う

一 般 質 問一 般 質 問

盛 田 信 明 議員
もり た のぶ あき

町
長
就
任
前
の
次
の
施
策

に
つ
い
て
ど
う
評
価
し
て

い
る
か
。

盛
田
　
電
興
診
療
所
廃
止

に
伴
う
町
立
病
院
へ
の
統

合
に
つ
い
て
。

町
長
　
町
民
に
と
っ
て
欠

か
す
こ
と
の
出
来
な
い
専

門
分
野
で
あ
る
。
町
が
引

き
継
い
だ
と
い
う
判
断
は

妥
当
。
評
価
し
て
い
る
。

盛
田
　
コ
バ
レ
ン
ト
マ
テ

リ
ア
ル

（株）
の
資
産
を
取
得

し
た
件
に
つ
い
て
。

町
長
　
コ
バ
レ
ン
ト
マ
テ

リ
ア
ル
�
は
当
時
、
経
営

状
況
が
大
変
厳
し
く
最
大

限
の
支
援
策
を
講
じ
た
。

盛
田
　
当
時
、
小
国
事
業

所
の
責
任
者
は
仁
科
町
長
か
。

町
長
　
事
業
所
長
と
い
う

立
場
に
い
た
。

盛
田
　
透
析
中
止
の
「
検

証
会
議
」
の
記
録
が
な
い

の
は
何
故
か
。

町
長
　
会
議
の
取
り
ま
と

め
と
し
て
「
検
証
報
告
書
」

を
作
成
し
た
。

次
の
政
策
は
町
民
中
心
の

政
策
展
開
、
し
が
ら
み
の

な
い
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

施
策
と
は
真
逆
と
考
え
る
。

盛
田
　
病
院
長
の
退
職
延

長
の
経
緯
は
。

町
長
　
後
任
人
事
の
要
望

が
叶
わ
な
か
っ
た
た
め
、

定
年
延
長
の
措
置
を
講
じ
、

本
年
度
も
延
長
手
続
き
を

行
っ
た
。

盛
田
　
財
務
規
則
で
は
、

見
積
も
り
を
二
社
以
上
か

ら
と
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

病
院
の
給
食
、
透
析
患
者

の
送
迎
事
業
の
随
意
契
約

は
一
社
単
独
で
多
額
の
金

額
に
な
る
。
こ
れ
は
違
法

性
が
強
い
の
で
は
な
い
か
。

町
長
　
町
立
病
院
及
び
温

身
の
郷
の
療
食
業
務
は
、

地
方
自
治
法
の
随
意
契
約

で
あ
る
。
食
材
の
確
保
な
ど
、

全
国
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
、

対
応
が
可
能
な
業
者
を
選

定
し
た
。

盛
田
　
透
析
患
者
送
迎
事

業
の
外
部
委
託
で
随
意
契

約
し
た
根
拠
は
。

町
長
　
地
方
自
治
法
の
随

意
契
約
で
あ
る
。
小
国
タ

ク
シ
ー
か
ら
ア
ル
ソ
ッ
ク

山
形
�
に
変
更
し
た
。
透

析
送
迎
の
実
績
が
あ
り
専

用
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で

24
時
間
3
6
5
日
対
応
が

可
能
で
あ
る
。

盛
田
　
病
院
の
医
事
業
務

の
外
部
委
託
の
方
向
性
に

つ
い
て
は
。

町
長
　
特
定
し
た
業
者
に

打
診
し
、
昨
年
末
に
受
託

可
能
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

よ
り
安
定
し
た
業
者
に
変

更
し
た
い
。

盛
田
　
「
温
水
プ
ー
ル
」
を

修
繕
し
た
直
後
に
約
一
億

円
か
け
て
解
体
し
た
理
由
は
。

町
長
　
屋
根
の
一
部
が
損

壊
す
る
被
害
が
発
生
し
た

た
め
、
被
害
拡
大
防
止
と

安
全
確
保
の
観
点
か
ら
応

急
修
繕
し
た
。

盛
田
　
修
繕
を
含
む
温
水

プ
ー
ル
の
支
出
は
、
7
1

9
万
円
あ
り
、
修
繕
後
7

カ
月
で
解
体
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
請
負
っ
た
業
者
は
違

う
の
か
。

産
業
振
興
課
長
　
同
じ
業

者
で
あ
る
。

盛
田

盛
田

盛
田

盛
田

盛
田

盛
田

盛
田

盛
田

盛
田

盛
田

産
業
振
興
課
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長
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一 般 質 問一 般 質 問

小国町の大きな資源

小国町における
森林環境譲与税の活用に
ついて

遠 藤 和 彦 議員
えん どう かず ひこ

森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用

は遠
藤
　
当
町
の
大
き
な
資

源
で
あ
る
森
林
経
営
に
お

い
て
森
林
環
境
譲
与
税
は

貴
重
な
財
源
で
あ
る
。

　
森
林
環
境
譲
与
税
は
、

ど
の
よ
う
な
事
業
に
充
当

で
き
る
の
か
。

森
林
・
林
業
・
山
村
振
興

に
資
す
る

町
長
　
森
林
環
境
税
及
び

森
林
環
境
譲
与
税
に
関
す

る
法
律
と
し
て
、
平
成
31

年
3
月
に
成
立
・
公
布
さ

れ
た
。

　
「
間
伐
や
路
網
の
整
備
」

「
森
林
の
集
積
や
集
約
化
」

「
担
い
手
人
材
や
林
業
組

織
の
育
成
」
「
木
材
利
用

や
普
及
啓
発
に
関
す
る
事
業
」

な
ど
森
林
・
林
業
・
山
村

振
興
に
資
す
る
施
策
の
展

開
が
可
能
と
な
る
。

交
付
額
は

遠
藤
　
森
林
環
境
譲
与
税

の
交
付
額
は
い
く
ら
か
。

町
長
　
本
年
度
9
0
1
万

8
千
円
、
令
和
2
年
度
か

ら
約
1
9
0
0
万
円
、
4

年
度
か
ら
は
約
2
5
0
0

万
円
、
6
年
度
か
ら
約
3

千
万
円
の
交
付
が
あ
る
も

の
と
試
算
し
て
い
る
。

本
年
度
の
取
り
組
み
は

遠
藤
　
本
年
度
は
ど
の
よ

う
な
調
査
や
事
業
計
画
を

考
え
て
い
る
の
か
。

対
象
地
域
を
選
定
す
る

町
長
　
本
年
度
は
、
対
象

森
林
の
絞
込
み
や
、
林
業

経
営
に
適
し
た
森
林
の
抽
出
、

森
林
の
状
況
な
ど
か
ら
管

理
を
必
要
と
す
る
森
林
の

選
定
等
に
取
り
組
み
、
意

向
調
査
の
対
象
地
域
の
選

定
に
向
け
た
作
業
を
す
る
。

他
県
市
町
と
の
交
流
で
事

業
の
拡
大
は
で
き
な
い
か

遠
藤
　
今
年
2
月
21
日
山

形
新
聞
に
よ
る
と
、
最
上

町
は
、
東
京
都
板
橋
区
と

の
間
で
森
林
環
境
教
育
の

推
進
へ
覚
え
書
締
結
と
あ
る
。

小
国
町
で
も
、
グ
ロ
ー
バ

ル
ウ
ェ
ー
ハ
ズ
・
ジ
ャ
パ

ン
等
企
業
が
あ
る
新
潟
県

聖
籠
町
と
の
交
流
は
出
来

な
い
か
。

町
長
　
聖
籠
町
は
海
辺
の

町
で
あ
り
森
林
が
少
な
い

の
で
い
い
提
案
だ
と
考
え
る
。

製
材
業
の
存
続
に
活
用
で

き
な
い
か

遠
藤
　
林
業
振
興
に
合
わ

せ
て
製
材
業
に
も
活
か
さ

れ
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長
　
製
材
業
へ
の
活
用

は
担
当
課
と
も
話
し
合
い

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
注
視
し
て
い
る
。

町
長

町
長

町
長

遠
藤

遠
藤

遠
藤

遠
藤

遠
藤

町
長

町
長



委員会レポート

まとめ
買い物の多くは安さと、品揃えを重視して買い物をしている。
車で出かけられない人は町の業者を頼りにしている。
高齢者社会では、買い物弱者が増える。
弱者に近づくｏｒ弱者が近づけるように仕組む。

●高齢者社会 ●車社会

●品揃え

●安さ
●対話ができるお馴染みの店
●地元の新鮮野菜

●御用聞き（大企業や県職員町外出身者への提案）

強み（小国町だからできること） 弱み
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商工会理事会との消費動向の共有

この視点から今後も議論検討提案を行っていく

商店街に賑わいを

議会で取りまとめた資料を共有した

消
費
者
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

　
文
教
産
建
常
任
委
員
会

が
中
心
と
な
っ
て
消
費
者

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

　
人
口
減
少
や
車
社
会
、

消
費
者
二
ー
ズ
の
多
様
化

に
よ
る
町
内
の
商
工
業
の

現
状
を
受
け
議
会
と
し
て

も
現
状
把
握
と
確
か
な
情

報
と
デ
ー
タ
収
集
を
し
て

内
容
を
把
握
す
る
た
め
の

消
費
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
た
。

　
そ
の
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、

小
国
町
商
工
会
会
長
・
理

事
の
方
々
と
の
意
見
交
換

会
を
開
催
し
、
町
内
企
業

と
景
気
対
策
に
つ
い
て
話

し
合
い
を
行
っ
た
。



活 ◆ 動 ◆ 報 ◆ 告

　
議
会
だ
よ
り
が
見

や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　
字
体
・
文
字
数
な

ど
を
工
夫
し
ま
し
た
。

　
傍
聴
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
中
継
と
合
わ

せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
 

知
 

ら
 

せ

令
和
2
年
1
月
21
日

第
13
回
委
員
会

●
議
会
議
員
と
語
る
会
の

結
果
と
り
ま
と
め

●
閉
会
中
の
所
管
事
務
調

査
に
つ
い
て

令
和
2
年
2
月
12
日

第
14
回
委
員
会

●
町
保
育
の
状
況
説
明
（
健

康
福
祉
課
）

●
議
会
議
員
と
語
る
会
の

結
果
と
り
ま
と
め

　令
和
2
年
2
月
20
日

第
15
回
委
員
会

●
小
国
町
障
が
い
が
あ
る

人
も
な
い
人
も
共
に
生

き
る
ま
ち
づ
く
り
条
例

の
説
明
（
健
康
福
祉
課
）

●
小
国
町
母
子
家
庭
等
修

学
費
給
付
条
例
の
一
部

改
正
の
説
明
（
健
康
福

祉
課
）

●
医
療
事
務
の
外
部
委
託

の
経
緯
と
委
託
先
に
つ

い
て
（
町
立
病
院
）

●
議
会
議
員
と
語
る
会
の

結
果
と
り
ま
と
め

令
和
元
年
12
月
11
日
 

第
10
回
委
員
会

●
商
工
業
振
興
に
つ
い
て

令
和
2
年
1
月
10
日

第
11
回
委
員
会

●
消
費
動
向
調
査
の
集
計

●
議
会
議
員
と
語
る
会
の

結
果
と
り
ま
と
め

令
和
2
年
1
月
21
日
 

第
12
回
委
員
会

●
消
費
動
向
調
査
の
結
果

確
認

●
議
会
議
員
と
語
る
会
の

結
果
と
り
ま
と
め

令
和
2
年
2
月
12
日

第
13
回
委
員
会

●
議
会
議
員
と
語
る
会
の

結
果
と
り
ま
と
め

●
所
管
事
務
調
査

●
町
内
の
消
費
動
向
に
つ

い
て
の
協
議
（
産
業
振

興
課
）

●
小
国
町
商
工
会
と
の
情

報
交
換
会
の
調
整

令
和
2
年
2
月
18
日

小
国
町
商
工
会
と
の
情
報

交
換
会

令
和
2
年
2
月
21
日

第
14
回
委
員
会

●
所
管
事
務
調
査

●
町
道
松
岡
黒
沢
峠
線
整

備
事
業
の
説
明
（
地
域

整
備
課
）

●
議
会
議
員
と
語
る
会
の

結
果
と
り
ま
と
め

町
民
と
語
る
会
の
報
告
書

の
発
行
に
向
け
て
協
議
を

行
っ
た
。

次
の
方
法
で
報
告
書
を
配
付
・

回
覧
を
行
う
。

●
出
席
者
あ
て
に
配
付

●
全
町
隣
組
で
の
回
覧

●
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
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議員と語る会の報告書

総
務
厚
生

 
常
任
委
員
会

文
教
産
建

　
常
任
委
員
会

広
聴
広
報

　
常
任
委
員
会



温身の郷スタッフのみなさんと

議
会
に
対
し
て
の
ご
質
問
、ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

議
会
事
務
局 

（
６
２
）２
４
４
８

次
は
6
月
定
例
会
で
す
。
傍
聴
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

小
国

町
議

会
だ

よ
り

 
令

和
2

年
4

月
1

7
日

発
行

 
 

発
行

 
山

形
県

西
置

賜
郡

小
国

町
大

字
小

国
小

坂
町

二
丁

目
7

0
番

地
小

国
町

議
会

 
 

編
集

 
広

聴
広

報
常

任
委

員
会

 
1

0
2

3
8

-6
2

-2
4

4
8

 
 

印
刷

 
�

加
藤

印
刷

 
1

0
2

3
8

-6
2

-2
2

5
9 16

　
山
々
か
ら
春
の
薫
り
を
感
じ

る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　
山
桜
の
蕾
の
微
か
な
桜
色
に

心
和
み
ま
す
。

　
有
形
無
形
に
関
わ
ら
ず
自
然

界
の
不
思
議
を
感
じ
る
も
の
で

す
。
静
寂
な
る
雪
原
の
白
さ
を

体
感
す
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た

令
和
元
年
度
の
暖
冬
で
し
た
。

　
い
よ
い
よ
新
年
度
の
ス
タ
ー

ト
で
す
。
広
が
る
青
空
に
は
希

望
を
感
じ
ま
す
。
巡
る
季
節
の

彩
り
が
本
町
に
豊
か
な
恵
み
を

も
た
ら
し
て
い
く
事
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。

　
議
会
も
、
十
人
十
色
の
力
を

結
集
し
て
皆
様
に
寄
り
添
っ
て

い
け
る
賢
政
を
目
指
し
、
努
力

し
て
参
り
ま
す
。
　
間
宮
（
記
）

発
行
責
任
者
　
　
　

議
　
　
長
　
高
野
　
健
人

広
聴
広
報
常
任
委
員
会

委 

員 

長
　
小
関
　
和
好

副
委
員
長
　
伊
藤
　
弘
行

委
　
　
員
　
渡
邊
　
重
信

　
　
　
　
　
柴
田
　
伸
也

　
　
　
　
　
間
宮
　
尚
江

　
　
　
　
　
小
林
　
　
嘉

TOPICS    
INFORMATION

&
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おらも
おぐに町民
おらも

おぐに町民
おらも

おぐに町民

町の人からちょっとひとこと

町外から嫁いで来ました！町外から嫁いで来ました！

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

名
前
（
住
所
）

佐
藤
　
理
沙
　
25
歳
（
北
）

就
職
先

介
護
老
人
保
健
施
設

温
身
の
郷
　

間
宮
　
小
国
町
に
嫁
い
で

き
て
驚
い
た
こ
と
は
？

理
沙
さ
ん
　
地
元
は
長
井

市
で
す
が
、
小
国
町
の
自

然
が
豊
か
な
こ
と
。
主
人

の
実
家
は
玉
川
な
の
で
す
が
、

サ
ル
や
リ
ス
を
見
つ
け
た

時
は
驚
き
ま
し
た
。
い
ろ

ん
な
意
味
で
自
然
と
共
存

し
て
い
る
の
か
な
と
思
い

ま
し
た
。

間
宮
　
小
国
町
で
介
護
の

仕
事
に
就
い
た
思
い
は
？

理
沙
さ
ん
　
静
岡
の
短
大

で
介
護
福
祉
士
を
取
得
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
長
井

市
で
介
護
の
仕
事
を
し
て

い
ま
し
た
。
小
国
町
の
老

人
保
健
施
設
は
自
宅
復
帰

さ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
施
設
な
の
で
、
幅
広
く
介

護
の
学
び
が
で
き
る
職
場

と
し
て
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

間
宮
　
介
護
の
仕
事
は
社

会
的
に
重
要
な
仕
事
で
す
が
、

ど
ん
な
気
づ
き
が
あ
り
ま

す
か
？

理
沙
さ
ん
　
夜
勤
で
の
体

力
面
は
心
配
な
と
こ
ろ
で

す
が
、
そ
れ
よ
り
も
認
知
症

対
応
と
い
う
学
び
の
場
面

に
出
会
う
こ
と
で
自
分
も

成
長
で
き
る
素
晴
ら
し
い

職
種
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

間
宮
　
あ
な
た
に
と
っ
て
「
職

場
」
と
は
ど
の
よ
う
な
存

在
で
す
か
？

理
沙
さ
ん
　
年
齢
の
近
い

人
や
親
子
ほ
ど
の
年
齢
差

で
あ
っ
て
も
皆
さ
ん
優
し

く
接
し
て
下
さ
い
ま
す
。
働

き
や
す
い
で
す
ね
。

間
宮
　
仕
事
が
楽
し
い
の

で
す
ね
？

理
沙
さ
ん
　
は
い
。
や
り

が
い
が
あ
り
ま
す
。
職
場
の

雰
囲
気
が
良
く
、
信
頼
し

合
っ
て
い
る
事
で
意
見
が

言
い
や
す
い
の
で
、
と
て
も

恵
ま
れ
て
仕
事
が
で
き
て

い
る
と
感
じ
ま
す
。

間
宮
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
7
月
に
出
産

予
定
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。

小
国
町
の
宝
物
と
な
る
お

子
さ
ん
と
の
出
会
い
が
楽

し
み
で
す
ね
。
お
身
体
を

大
切
に
し
て
下
さ
い
ね
。


